
老舗としての伝統を守りながら
時代に対応し、当社自慢のお餅を

広めていきます。

老舗としての伝統を守りながら
時代に対応し、当社自慢のお餅を

広めていきます。
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赤飯弁当

会
社
の
概
要
と
事
業
の
変
遷
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
は
明
治
10
年
頃
、
岡
山
市
の
旭
川
河
口
近
く
で
創
業
し
ま

し
た
。
鏡
餅
や
大
福
、
柏
餅
な
ど
の
餅
菓
子
を
は
じ
め
、
赤
飯
、

お
こ
わ
、
仕
出
し
弁
当
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
老
舗
で
す
。

創
業
１
４
９
年
目
を
迎
え
る
現
在
も
、
長
年
の
伝
統
的
な
製
法
を

守
り
、
も
ち
米
や
小
豆
と
い
っ
た
原
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
づ

く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
楽
や
会
議
、
慶
弔
事
な
ど
の

大
口
注
文
に
も
対
応
し
て
お
り
、
敬
老
の
日
や
地
域
の
催
事
で
は

赤
飯
や
お
弁
当
の
注
文
が
増
加
し
ま
す
。
配
送
サ
ー
ビ
ス
も
提
供

し
て
お
り
、
餅
菓
子
は
納
品
日
を
決
め
て
取
引
先
に
届
け
、
お
弁

当
は
一
定
の
個
数
や
金
額
以
上
で
配
達
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
地
元
岡
山
市
内
の
個
人
商
店
へ
の
卸
売
が
中
心
で
し
た

が
、
私
が
代
表
に
就
任
し
て
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
台
頭
に
よ
り
個
人
商
店
が
減
少
す
る
の
に
伴
い
、
販
路

を
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
に
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
催
し
事
や
宴
会
向
け
の
仕
出
し
需
要
が
激
減

す
る
中
で
も
、
ス
ー
パ
ー
で
の
売
上
が
安
定
し
、
会
社
の
存
続
を

支
え
る
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

商
品
開
発
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

十
数
年
前
に
私
が
当
社
に
戻
っ
た
時
、
ま
ず
既
存
商
品
の
品
質

向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
時
は
経
験
も
不
足
し
て
い
た
の
で
、

大
胆
な
商
品
変
更
は
行
わ
ず
、
商
品
ご
と
に
米
の
品
種
を
よ
り
厳

選
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
失
敗
の
リ
ス

ク
を
抑
え
つ
つ
、
確
実
な
品
質
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
い
う
と
、
大
滝
餅
の
看
板
商
品
の
一
つ
で
あ
る
「
生
ク

リ
ー
ム
大
福
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
激
減
し
た
仕
出
し
弁
当
の
売
上

を
補
う
た
め
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
売
上
拡
大
を
目
指
し

て
開
発
し
ま
し
た
。
当
初
は
チ
ョ
コ
大
福
を
開
発
す
る
予
定
で
し

た
が
、
開
発
を
進
め
る
中
で
生
ク
リ
ー
ム
を
使
用
し
た
大
福
の
可

能
性
の
広
が
り
に
気
づ
き
、
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
開

発
の
初
期
段
階
で
は
、
知
り
合
い
の
ケ
ー
キ
職
人
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
生
地
や
餡
、
生
ク
リ
ー
ム
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
に
苦
心

し
ま
し
た
。
特
に
、
２
番
目
に
開
発
し
た
抹
茶
味
で
は
、
マ
ス
カ

ル
ポ
ー
ネ
チ
ー
ズ
を
入
れ
る
な
ど
凝
り
す
ぎ
た
試
作
品
を
作
っ
た

結
果
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
評
価
さ
れ
た
も
の
の
、
一
般
消
費
者
に

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
こ
の
経

験
か
ら
、
親
し
み
や
す
い
味
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
通
の
知
人
を
通
し
て
紹
介
い
た
だ
い
た
鷹
取
醤
油
さ

ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
「
し
ょ
う
ゆ
生
ク
リ

ー
ム
大
福
」
は
、
醤
油
の
香
ば
し
さ
と
生
ク
リ
ー
ム
の
甘
さ
が
絶

大
瀧 

健
嗣  

氏

老
舗
と
し
て
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら

時
代
に
対
応
し
、当
社
自
慢
の
お
餅
を

広
め
て
い
き
ま
す
。

有
限
会
社
大
滝
餅  

代
表
取
締
役

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」

Leader’s リーダーズ「アイ」特集
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事業者名
創 業
所 在 地
T E L
H P
従業員数
所 属

：
：
：
：
：
：
：

有限会社大滝餅
明治10年
岡山市中区江崎４８９
086-277-7027
http://ohtakimochi.com/
13名
岡山県菓子工業組合

2025年２月スーパーマーケット
トレードショー参加（幕張メッセ）

た
だ
き
、
岡
山
大
学
の
学
生
と
の
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
（「
ア
イ
デ
ア
」

と
「
マ
ラ
ソ
ン
」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

対
し
て
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
大
学
で
は
産
学
官
連

携
の
手
法
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。）
に
参
加
し
、
大
き
な
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
私
自
身
も
大
学
生
の
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
は

Ａ
Ｉ
や
様
々
な
ア
プ
リ
を
使
い
こ
な
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
企
画
資
料

を
作
成
す
る
な
ど
、
そ
の
ス
キ
ル
は
我
々
の
世
代
と
は
全
く
異
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
状
で
は
、
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
獲
得
し
た
取
引
先
の
対
応
を

最
優
先
し
て
い
る
た
め
、
学
生
に
提
示
さ
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
や
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ア
イ
デ
ア
を
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
将
来
的
に
は
新
た
な
若
い
人
材
を
確
保
し
、
積
極
的

に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
意
見
を
採
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
ど
の
よ
う
な
感
覚
で
世
の
中
を
見
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
彼
ら
の
ア
イ
デ
ア
が
会
社
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

今
後
は
、
ギ
フ
ト
需
要
の
開
拓
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
大
切
な
方
に
贈
答
で
き
る
よ
う
ギ

フ
ト
用
ボ
ッ
ク
ス
を
開
発
し
、
来
年
２
月
の
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
で

提
案
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
御
中
元
の
需
要
に
も
対
応
し
、

売
上
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
海
外
展
開
も

視
野
に
入
れ
て
お
り
、
海
外
向
け
展
示
会
へ
の
出
展
も
検
討
す
る

な
ど
、
国
内
外
へ
の
販
路
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
老
舗
と
し
て
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
挑
戦
を
続
け
、
会
社
の
さ
ら
な
る
成

長
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（取材／総務企画課　島田）

妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
商
談
会
等
で
は
、
珍
し
い
コ

ン
セ
プ
ト
な
の
で
バ
イ
ヤ
ー
も
足
を
止
め
て
く
だ
さ
り
、
多
く
の

消
費
者
が
大
滝
餅
の
商
品
全
体
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。
和
紅
茶
や
カ
フ
ェ
モ
カ
な
ど
、
新
し
い
フ
レ
ー
バ
ー

の
開
発
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
し
い
美
味
し
さ
を

追
求
し
続
け
て
い
ま
す
。

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
は
去
年
ま
で
県
外
に
向
け
た
販
路
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
足
掛
か
り
と
し
て
去
年
・
今
年
と
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
に
参
加
し
、
大
き
な
成
果
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
特
に
、
今
年
は
岡
山
県
中
央
会
が
運
営
す
る
「
岡
山

フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、
県
内
食
品
事
業
者
と
し
て
団

体
で
出
展
し
、
よ
り
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
と
関
係
を
築
く
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
展
示
会
後
も
県
外
の
ス
ー
パ
ー
か
ら

注
文
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
直
近
で
は
東
海
地
方
の
ス
ー
パ
ー
へ

の
出
荷
も
決
ま
る
な
ど
、
本
格
的
な
県
外
展
開
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
直
接
商
談
し
た
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
別
の
取
引
先
を
紹
介
い
た
だ

く
こ
と
な
ど
も
今
年
か
ら
増
え
て
お
り
、
一
つ
一
つ
の
出
会
い
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
着
実
な
販
路
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
談
会
を
通
じ
て
出
会
っ
た
取
引
先
と
や
り
取
り
す
る

中
で
、
製
造
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
や
製
造
か
ら
出
荷
ま
で
に
か
か
る
時

間
、
納
品
方
法
な
ど
、
県
外
取
引
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
計
画
的
に
取
引
先
を
増
や
し
て
い
き
、

無
理
な
く
お
互
い
に
と
っ
て
い
い
返
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

学
生
と
の「
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」に
参
加
し
て
感
じ
た
、
自
社
の
可
能

性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

今
年
３
月
に
は
、
岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
声
を
か
け
て
い

事
業
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生クリーム大福　左から：抹茶・白（ベースの味）・ほうじ茶・しょうゆ
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岡
山
県
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
実
施
す
る
「
岡
山
県
男
性
育
児
休
業

取
得
促
進
奨
励
金
」
の
申
請
要
件
の
１
つ

で
あ
る
「
経
営
層
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
の
岡
山
会
場
を
皮
き
り
に
県
内
各

所
で
開
催
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度
の
下

半
期
は
９
月
か
ら
来
年
１
月
ま
で
毎
月
開

催
（
岡
山
・
倉
敷
・
真
庭
＝
各
会
場
の
開

催
日
は
異
な
り
ま
す
）
し
て
い
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
全
国
の
先
進
事
例
や

制
度
等
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
今
年

度
か
ら
、
６
年
度
の
男
性
育
児
休
業
奨
励

金
に
申
請
し
た
企
業
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎

え
た
地
元
企
業
の
事
例
を
研
究
す
る
セ
ミ

ナ
ー
が
加
わ
り
、
２
種
類
の
セ
ミ
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
各
セ
ミ
ナ
ー
は
同
日
開
催
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
奨
励
金
の
申
請
は
、

い
ず
れ
か
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
で
申
請
可
能

で
す
。ま
た
、地
元
企
業
の
事
例
研
究
は
、

男
性
育
休
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
や
得

ら
れ
た
効
果
、
課
題
点
等
に
つ
い
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
ご
紹
介
す

る
ほ
か
、
受
講
者
同
士
で
課
題
等
に
関
す

る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
よ
り
具
体
的
な
取
組
の
ヒ

ン
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
男
性
育
児
休
業
奨
励

男
性
育
児
休
業
に
係
る

�

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中
！！

金
の
申
請
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
育

児
休
業
の
推
進
や
興
味
の
あ
る
方
な
ど
経

営
者
、
人
事
・
採
用
担
当
者
等
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
、
何
度
で
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
企
業
人

材
支
援
課
ま
で
。

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
岡
山
県
の
委
託
を

受
け
、
岡
山
労
働
局
の
共
催
で
「
仕
事
と

家
庭
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
2
0
2
5 

in 

O
K
A
Y
A
M
A
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
、
従
業
員
が

よ
り
働
き
や
す
い
環
境
を
実
現
す
る
た

め
、
生
産
性
の
向
上
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取

組
の
ほ
か
、
予
測
が
困
難
な
時
代
に
対

応
す
る
組
織
の
あ
り
方
な
ど
、
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
に
向
け
た
具
体
的
な
取

組
を
促
進
す
る
た
め
、
県
南
・
県
北
の

２
つ
の
エ
リ
ア
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
業
人
材
支
援
課

ま
で
。

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

○
県
北
エ
リ
ア
（
津
山
会
場
）

■�

日
時　
令
和
７
年
11
月
14
日
（
金
）

�

13
：
30
〜
16
：
30
（
受
付
13
：
00
〜
）

■
会
場　
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー

�

2
F
大
ホ
ー
ル

■
内
容

・
セ
ミ
ナ
ー

「
企
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
と
新
し
い
働
き
方
」

講
師
：�

森
戸
裕
一
氏（
一
社
）日
本
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ン
シ

ョ
ン
推
進
協
会
／
代
表
理
事
）

・�
事
例
研
究
（
地
元
企
業
２
社
）

及
び
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
県
南
エ
リ
ア
（
岡
山
会
場
）

■�

日
時　
令
和
７
年
11
月
28
日
（
金
）

�

13
：
30
〜
16
：
30
（
受
付
13
：
00
〜
）

■
会
場　
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

�

5
F
延
養
の
間

・
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の
組
織
づ
く
り
」

講
師
：�

青
野
慶
久
氏
（
サ
イ
ボ
ウ
ズ
㈱

／
代
表
取
締
役
社
長
）

・
事
例
研
究
（
地
元
企
業
２
社
）

及
び
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　

 

お
申
込
は
こ
ち
ら 

▼

「
仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
2
0
2
5 

in 
O
K
A
Y
A
M
A
」参
加
者
募
集
中
！
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中
小
企
業
組
合
の
事
務
局
で
働
い
て
い

る
役
職
員
の
方
が
職
務
を
遂
行
す
る
上
で

必
要
な
知
識
に
関
す
る
試
験
を
行
い
、 

試

験
合
格
者
の
中
か
ら
一
定
の
実
務
経
験
を

持
つ
方
に
は
、
中
小
企
業
組
合
士
の
称
号

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
組
合
検
定
試
験
は
、「
組
合
運
営
」「
組

合
会
計
」「
組
合
制
度
」
の
３
科
目
で
、
１

科
目
合
格
に
つ
い
て
は
、
翌
年
か
ら
３
年

間
有
効
で
す
の
で
そ
の
後
３
年
間
は
そ
の

科
目
の
受
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
中
小
企

業
組
合
士
は
組
合
の
業
務
を
執
行
す
る
役

職
員
の
方
に
是
非
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た

い
資
格
で
す
。

【
試
験
概
要
】

○
試
験
日　
令
和
７
年
12
月
７
日
（
日
）

○
試
験
地　
全
国
21
地
区

（
岡
山
は
試
験
地
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

近
隣
地
は
広
島
・
松
江
・
山
口
で
す
。）

○
受
験
料　
7
︐7
0
0
円（
消
費
税
込
み
）

○�

受
験
申
込

　

�

全
国
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

○
願
書
受
付
期
間

令
和
７
年
９
月
１
日
（
月
）

�

〜
10
月
21
日
（
火
）

○
過
去
問
題
集
の
購
入
は
こ
ち
ら

中
小
企
業
組
合
検
定
試
験
問
題
と
解
答

（
令
和
２
〜
令
和
５
年
度
版
）

1
︐9
8
0
円（
消
費
税
込
）

（
送
料
別
）

○
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

令
和
７
年
度

中
小
企
業
組
合
検
定
試
験
の
ご
案
内

「
お
か
や
ま
子
育
て
し
や
す
い
職
場

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」
締
切
迫
る
！

　
岡
山
県
で
は
、
子
育
て
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る

企
業
を
顕
彰
す
る
、「
お
か
や
ま
子
育
て
し

や
す
い
職
場
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」
を
７

月
15
日
か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
同
ア
ワ
ー
ド
の
受
賞
者
に
は
、
岡
山
県

か
ら
副
賞
と
し
て
奨
励
金
１
０
０
万
円
と

記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
呈
さ
れ
、
受
賞
さ

れ
た
企
業
の
取
組
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
冊
子
で
広
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。

（
昨
年
度
受
賞
企
業
は
エ
ン
ト
リ
ー
対
象

外
で
す
が
、
各
社
の
取
組
は
岡
山
県
の
子

育
て
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ハ
レ
ま
る
。」

で
公
開
中
）

　
具
体
的
に
は
、
残
業
時
間
の
大
幅
な
削

減
や
柔
軟
な
休
暇
制
度
、
独
自
の
奨
励
金

給
付
、
親
子
イ
ベ
ン
ト
開

催
、
社
内
保
育
園
の
創
設

な
ど
、
特
徴
的
で
ユ
ニ
ー

ク
な
取
組
を
含
め
、
子
育

て
支
援
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
、

広
く
エ
ン
ト
リ
ー
で
き

ま
す
。

　
ア
ワ
ー
ド
の
エ
ン
ト

リ
ー
は
今
月
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

応
募
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で
に
間
に
合
い

ま
す
よ
う
、
早
め
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
願

い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
業
人
材
支
援

課
ま
で
。

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

☆
応
募
方
法

　
電
子
申
請
と
な
っ
て
お
り
、
岡
山
県

子
ど
も
未
来
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ

る
専
用
の
応
募
サ
イ
ト

か
ら
申
請

☆
ア
ワ
ー
ド
副
賞

・
奨
励
金　
１
０
０
万
円

・�

記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
県
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
も
も
っ
ち
」
デ
ザ
イ
ン
）
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
の
委
託

を
受
け
て
「
は
た
ら
く
」
を
テ
ー
マ
に
、

就
活
を
控
え
る
学
生
や
企
業
の
経
営
者

等
が
本
音
で
語
り
合
う
場
と
し
て
、
交
流

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
目
の
交

流
会
で
は
、
県
内
企
業
の
経
営
者
８
名
、

若
手
社
員
８
名
、
学
生
９
名
が
参
加
し
、

４
チ
ー
ム
制
で
交
代
し
な
が
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
か
ら

は
、
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
就
職
や
働
く

目
的
、
若
手
社
員
か
ら
は
、
就
職
活
動
と

そ
の
後
の
心
境
変
化
、
経
営
者
か
ら
は
自

社
の
採
用
時
に
お
け
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
経
営
者
か
ら
は
、「
学
生

の
リ
ア
ル
な
声
や
就
職
イ
メ
ー
ジ
を
聞

く
こ
と
が
で
き
大
変
刺
激
に
な
っ
た
」

「
職
場
内
で
の
人
間
関
係
な
ど
優
先
す
べ

き
こ
と
が
再
認
識
で
き
た
」、
若
手
社
員

か
ら
は
、「
自
分
の
就
職
活
動
時
の
振
り

返
り
が
で
き
た
」「
今
後
の
採
用
活
動
に

活
か
し
た
い
」、
学
生
か
ら
は
「
最
初
は

緊
張
し
た
が
、
社
長
も
気
さ
く
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
た
」「
大
手
情
報
サ
イ
ト
で
は

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
が
わ
か

り
、
今
後
の
就
活
で
参
考
に
な
っ
た
」
等

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、
年
間
４
回
開
催
さ
れ
、
10

月
に
関
西
圏
の
学
生
を
対
象
と
し
た
大

阪
会
場
、
11
月
に
県
内
大
学
で
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
企
業
人
材
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

T
E
L
：（
0
8
6
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

若
者
と
企
業
リ
ー
ダ
ー
と
の

�

交
流
会
開
催
中

岡
山
県
経
済
戦
略
会
議 

開
催

　
伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知
事
と
経
済
６

団
体
代
表
者
と
が
意
見
交
換
を
行
う
岡

山
県
経
済
戦
略
会
議
が
、
８
月
６
日
に
岡

山
市
内
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
17
回
目
と
な
る
今
回
は
、
海
外
情
勢
や

物
価
高
の
影
響
を
受
け
る
県
内
企
業
の

現
状
と
課
題
や
、
若
者
の
県
外
流
出
を
如

何
に
し
て
食
い
止
め
て
地
場
産
業
の
活

性
化
に
繋
げ
る
た
め
の
魅
力
向
上
策
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
各
経
済
団
体
の
実
施
事

業
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
冒
頭
で
は
、
県
が
策
定
し
た
第
４

次
生
き
活
き
プ
ラ
ン
の
骨
子
に
基
づ
き
、

県
内
企
業
の
支
援
策
や
期
待
さ
れ
る
効

果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
県
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
の

中
島
基
善
座
長
は
、
若
い
女
性
の
県
外
流

出
を
問
題
視
し
「
女
性
が
働
き
た
く
な
る

企
業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
は
」
と
提

案
。
岡
山
経
済
同
友
会
の
中
島
義
雄
代
表

幹
事
か
ら
は
「
若
者
が
暮
ら
し
た
く
な
る

地
域
に
す
る
に
は
、
若
者
自
身
を
地
域
づ

く
り
に
取
り
込
む
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
ら
れ
、
同
じ
く
加
藤
貞
則

代
表
幹
事
か
ら
は
、
県
内
の
大
学
の
リ
ソ

ー
ス
を
活
用
し
た
、
産
・
官
・
学
・
金
・

言
・
民
の
連
携
に
よ
る
地
域
社
会
の
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
た
い
と
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
藤
木
達
夫
会
長
か
ら

は
、
価
格
転
嫁
や
人
手
不
足
に
苦
慮
す
る

中
小
企
業
に
対
し
て
効
果
的
な
支
援
を

展
開
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
と

と
も
に
、
若
者
の
県
外
流
出
を
食
い
止
め

る
た
め
に
当
会
が
実
施
し
て
い
る
各
種

事
業
効
果
や
、
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性

中
央
会
の
活
動
事
例
を
紹
介
し
、
岡
山
県

の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
べ
く
意
見
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
戦
略
会
議
は
２
０
０
９
年
度
か
ら
毎

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
各
団
体
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
は
、
岡
山
県
各
部
局
に
て
検
討

さ
れ
た
後
、
具
体
的
な
施
策
に
活
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

�

　
（
事
務
局
長　
村
上
）
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令
和
７
年
８
月
20
日
、
岡
山
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
は
、
地
域
別
最
低
賃
金
を
現

行
の
時
給
９
８
２
円
か
ら
65
円
引
き
上

げ
、
1
︐
0
4
7
円
に
改
正
す
る
よ
う
岡

山
労
働
局
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ
の
引

上
げ
額
は
、
時
間
額
表
示
と
な
っ
て
以
降

で
過
去
最
大
、
初
め
て
千
円
台
に
到
達
し

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
最
低
賃
金
の
発
効

日
は
令
和
７
年
12
月
１
日
と
答
申
さ
れ
、

例
年
よ
り
余
裕
を
も
た
せ
た
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
異
議
申
出
等
の
手

続
を
経
て
、
岡
山
労
働
局
長
が
改
正
を
決

定
し
ま
す
。

　
大
幅
な
引
上
げ
の
一
方
で
、
岡
山
労
働

局
は
、
賃
金
引
上
げ
の
各
種
支
援
策
の
利

用
を
勧
奨
し
て
い
ま
す
。

【
業
務
改
善
助
成
金
】

　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
地
域
別
最
低

賃
金
と
一
定
額
以
内
の
差
で
あ
る
場
合

に
、
一
定
額
以
上
事
業
場
内
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
設
備

投
資
等
を
行
う
中
小
企
業
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
賃
金
引
上
げ

岡
山
県
の
最
低
賃
金
1
︐
0
4
7
円

で
答
申  

─ 

引
上
額
過
去
最
高 

─

と
設
備
投
資
等
を
セ
ッ
ト
に
し
た
、
事
前

の
計
画
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

�

（
賃
金
規
定
等
改
定
コ
ー
ス
）】

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
な
ど
非
正
規

雇
用
労
働
者
を
対
象
と
し
た
賃
金
引
上

げ
の
支
援
制
度
で
す
。
基
本
給
の
賃
金
規

定
等
を
3
%
以
上
増
額
改
定
し
、
そ
の
規

定
を
適
用
さ
せ
た
場
合
に
助
成
さ
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
・
大
企
業

ど
ち
ら
も
利
用
可
能
で
す
（
助
成
額
は
異

な
る
）。

　
こ
れ
ら
の
助
成
金
は
、
賃
金
の
引
上
げ

に
伴
う
中
小
企
業
の
負
担
軽
減
、
生
産
性

向
上
と
従
業
員
の
処
遇
改
善
を
実
現
す

る
「
賃
上
げ
」
支
援
助
成
金
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
制
度
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

　
９
月
25
日
に
、
当
会
創
立
70
周
年
記
念

大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
発
行
す
る
記

念
誌
の
企
画
を
、
事
前
に
一
部
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●�

70
周
年
記
念
座
談
会
①

「
連
携
組
織
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
」

　
中
小
企
業
研
究
を
専
門
に
さ
れ
て
い
る

山
下
紗
矢
佳
先
生
（
武
庫
川
女
子
大
学
准

教
授
）
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
迎
え
、

複
数
の
事
業
協
同
組
合
の
役
員
や
岡
山
県

も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
役
員
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
組
合
・
団
体
毎
に
そ
れ
ぞ

れ
地
域
性
や
業
界
・
業
種
の
違
い
が
あ
る

中
で
各
組
織
が
提
供
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト

と
重
要
性
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
ん
な
目
標
や
ゴ
ー
ル
を
見
据

え
て
活
動
し
、「
自
分
た
ち
の
組
合
で
応
用

す
る
な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
」
と
い

う
視
点
を
持
つ
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

●�

70
周
年
記
念
座
談
会
②

「
支
援
機
関
の
在
り
方
と
連
携
」

　
県
内
産
業
支
援
の
中
枢
を
担
う
岡
山
県

産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
課
長
と
、
共
に

中
小
企
業
支
援
に
半
世
紀
以
上
尽
力
し
て

き
た
各
経
済
団
体
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
今
後
の
中
小
企
業
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
今
後
も

中
小
企
業
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
県
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
支
援

団
体
間
だ
け
で
な
く
、
行
政
と
の
連
携
も

強
固
な
も
の
と
し
て
い
き
、
多
く
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
支
援
機
関
を
目
指
す
こ

と
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。

●「
時
代
の
転
換
期
を
生
き
抜
く
、

�

リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
言
葉
」

　
当
会
会
報
誌
「
中
央
会
お
か
や
ま
」
の

表
紙
を
飾
る
人
気
企
画「
リ
ー
ダ
ー
ズ
ｉ
」

に
掲
載
し
て
き
た
歴
代
リ
ー
ダ
ー
の
名
言

を
一
覧
に
ま
と
め
ま
し
た
。
表
紙
を
飾
っ

て
き
た
言
葉
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
達
の
人
物

像
や
経
営
理
念
、
社
員
へ
の
想
い
、
そ
し

て
企
業
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
記
念
誌
で
内
容
を
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

岡
山
県
中
央
会

創
立
70
周
年
記
念
誌
の

�

掲
載
企
画
に
つ
い
て
紹
介
！
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去
る
８
月
６
日（
水
）、

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

（
岡
山
市
）
に
お
い
て
、

岡
山
県
中
小
企
業
団
体

青
年
中
央
会
と
岡
山
県

中
小
企
業
組
合
士
会
が

合
同
で
熱
中
症
対
策
義

務
化
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、会
員
約
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、株
式

会
社
グ
ロ
ウ
ス
リ
ー
代

表
取
締
役
で
社
会
保
険
労
務
士
の
小
林
裕
司
氏
を
講
師

に
迎
え
「
熱
中
症
対
策
義
務
化
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
令
和
７

年
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
り
義
務
化
※
さ
れ
た
熱
中
症
対
策
の
概
要
を
は
じ

め
、
熱
中
症
の
基
礎
知
識
や
予
防
策
、
さ
ら
に
現
場
で

活
用
で
き
る
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
方
法
や
具
体
的

な
事
例
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
上
欄
の
組
合
及
び
組
合
員
企
業
向
け
の
専
門
家
派
遣

は
、
こ
う
し
た
労
働
法
制
や
民
法
の
制
度
変
更
な
ど
に

幅
広
く
活
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
岡

山
県
中
央
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

「
W
B
G
T

28
度
以
上
又
は
気
温
31
度
以
上
の
環
境

下
で
連
続
１
時
間
以
上
又
は
１
日
４
時
間
を
超
え
て

実
施
」
が
見
込
ま
れ
る
作
業
が
あ
る
事
業
所
に
熱
中

症
対
策
が
義
務
化

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

岡
山
県
青
年
中
央
会・岡
山
県
組

合
士
会
が
合
同
で
熱
中
症
対
策

義
務
化
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
組
合
及
び
組
合
員
企
業
の

方
を
対
象
と
し
て
、
各
種
制
度
改
正
に
関
す
る
お
困

り
ご
と
に
つ
い
て
無
料
で
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
働
き
方
改
革
関
連
法
な
ど
の
労
働
法
制
、
民
法

改
正
等
の
制
度
変
更
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
対
応
な

ど
、
専
門
家
派
遣
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
岡

山
県
中
央
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
活
用
事
例

・�

労
働
法
制
（
働
き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
く
労
務

管
理
の
実
務
対
応
に
つ
い
て
の
助
言
・
指
導
な
ど
）

や
、
民
法
等
の
制
度
改
正
の
た
め
の
社
会
保
険
労

務
士
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
派
遣

・�

制
度
改
正
に
対
応
し
た
事
業
承
継
支
援
の
た
め
の

公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
の
専
門
家
派
遣

●
費
用

無
料

●
派
遣
期
限

令
和
７
年
12
月
下
旬

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

制
度
改
正
に
つ
い
て
の
専
門
家

派
遣（
無
料
）の
お
知
ら
せ

　
岡
山
県
は
、
県
内
に
お
け
る
働
く
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
支
援
す
る
た
め
、「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
県
内
で
活
躍
す
る
女
性
管
理
職

を
招
き
、
交
流
会
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
マ
イ

ン
ド
や
ス
キ
ル
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
岡
山
・
津

山
・
倉
敷
会
場
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
是
非
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

・
岡
山
会
場
：
10
月
23
日
（
木
）

・
津
山
会
場
：
11
月
19
日
（
水
）

・
倉
敷
会
場
：
12
月
18
日
（
木
）

・
開
催
時
間
：
全
会
場
13
時
30
分
〜
16
時

・
対
象
者
： 

県
内
で
働
く
女
性（
各
回
先
着
30
名
）

・
内　
　
容
： �

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
、

�

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
そ
の
他
： 

無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

　
申
込
方
法
、
各
会
場
パ
ネ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
な
ど
、

詳
し
い
情
報
は
、
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

参
加
無
料  

女
性
管
理
職
か
ら

学
ぶ
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
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令和 7年度障害者採用準備セミナーのご案内

お問合せ先 国立吉備高原職業リハビリテーションセンター　職業指導課　☎ 0866―56―9002

　国立吉備高原職業リハビリテーションセンターでは、障害者の採用をご検討中
の企業や、すでに障害者を雇用され課題等を抱えている企業のご担当者の皆様
に、障害者の採用や雇用管理、職業訓練等についてご理解を深めていただくため
のセミナーを開催します。
　この機会に、ぜひご参加ください。

※右記二次元コード、もしくはHPからお申し込みください。
　 当センターＨＰは、『吉備職リハ』で検索！　

■開催日時　令和７年 11月10日（月）10：00 ～ 16：00

■開催場所　国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
加賀郡吉備中央町吉川 7520

参加費無
料

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、共
済
制
度
の
主
力
商
品「
オ
ー

ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
」
を
対
象
に
、
業
務

委
託
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合
と
岡
山
県

中
央
会
が
業
務
委
託
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の

従
業
員
が
、
対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら

切
り
替
え
た
場
合
、
中
央
会
が
組
合
に
「
加
入
斡
旋
手

数
料
」
を
お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
導
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
商
品

「
大
樹
生
命
」
の
生
命
保
険
商
品

（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

︿
主
な
特
徴
﹀

①�

事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策
（
経
営
者
の
入
院
・

疾
病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●�

加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※�

年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算
（
年
払
保
険

料
×
１
／
12
）
し
ま
す
。

※�

加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算

し
、一
括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業

「
業
務
委
託
制
度
」の
ご
案
内

月額保険料 加入促進
手数料

~5,000 円 2,000 円
5,001 円

~10,000 円 3,000 円
10,001 円

~15,000 円 4,000 円
15,001 円

~20,000 円 5,000 円
20,001 円

~25,000 円 7,000 円
25,001 円

~30,000 円 9,000 円
30,001 円

~35,000 円 11,000 円
35,001 円

~40,000 円 13,000 円
40,001 円

~45,000 円 15,000 円
45,001 円

~50,000 円 17,000 円

50,001 円 ~ 20,000 円
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岡
山
県
印
刷
工
業
組
合 

創
立
70
周
年
記
念
事
業

世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
原
研
哉
氏

講
演
会
開
催
さ
れ
る

　
去
る
７
月
27
日
（
日
）、
岡
山
県
印
刷

工
業
組
合
創
立
70
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
岡
山
市
出
身
で
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
原
研
哉

氏
を
お
迎
え
し
、
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
原
氏
は
２
０
０
２
年
よ
り
無

印
良
品
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務

め
ら
れ
て
お
り
、
世
界
各
地
を
巡
回
し
展

覧
会
や
教
育
活
動
を
展
開
、
２
０
２
４
年

に
は
紫
綬
褒
章
受
章
、
大
阪
・
関
西
万
博

で
は
B
L
U
E 

O
C
E
A
N 

D
O
M
E

の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
当
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
講
演
会
は
、
次
代
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー

を
担
う
若
手
の
育
成
を
主
な
目
的
と
し
て

お
り
、
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
学
生
を
メ
イ
ン

に
多
数
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
、

参
加
者
の
皆
様
は
原
氏
の
言
葉
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
内
容

と
し
て
は
、

「
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
は
ど
の

よ
う
な
仕
事

か
」
と
い
う

根
源
的
な
問

い
に
対
し
、示

唆
に
富
ん
だ

お
話
が
展
開

さ
れ
、原
氏
の

多
岐
に
わ
た

る
ご
経
験
が

紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
し
た

学
生
か
ら
は
、

「
先
生
の
デ
ザ

イ
ン
の
狙
い

や
、ブ
レ
な
い

姿
勢
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
本
物
に
触
れ

る
機
会
を
用
意
し
て
も
ら
え
て
良
か
っ

た
」、「
勝
手
に
見
る
人
が
考
え
て
く
れ
る

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
ワ
ー
ド
に
心
打
た
れ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
実
社
会
で

活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
思
考

に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
講
演
会
は
、
２
時
間
に
わ
た
り
、
印
刷

産
業
の
未
来
を
担
う
人
材
育
成
に
力
を
注

ぐ
同
組
合
の
熱
意
あ
る
取
り
組
み
を
示
す

も
の
と
し
て
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

岡
山
県
オ
ー
ト
バ
イ
事
業
協
同
組
合

第
１
回
笠
岡
ふ
れ
あ
い
空
港

バ
イ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
の
ご
案
内

　
岡
山
県
オ
ー
ト
バ
イ
事
業
協
同
組
合
で

は
、
来
る
10
月
26
日
（
日
）、
笠
岡
ふ
れ
あ

い
空
港
（
笠
岡
市
）
に
お
い
て
「
第
１
回

笠
岡
ふ
れ
あ
い
空
港
バ
イ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
す
。
組
合
で
の
バ
イ
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
10
年
ぶ
り
。
今
回
は
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
や
迫
力
満
点
の
エ
ク

ス
ト
リ
ー
ム（
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
走
行
）、さ

ら
に
は
、
バ
イ
ク
試
乗
会
な
ど
、
多
彩
な

催
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
組
合
員
や
組
合
員
の

お
客
さ
ま
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
ラ
イ
ダ
ー
の

方
は
、
点
検
等
を
さ
れ
て
い
る
店
舗
が
組

合
加
盟
店
か
確
認
し
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

〇�

開
催
日
：
10
月
26
日（
日
）10
時
〜
14
時

※
小
雨
決
行

〇
開
催
場
所
：
笠
岡
ふ
れ
あ
い
空
港

（
笠
岡
市
カ
ブ
ト
西
町
91
番
地
）

〇
対　

象
：
組
合
員
・
組
合
員
の
お
客
さ
ま

〇
申
し
込
み
：�

組
合
加
盟
店
ま
た
は
組
合

事
務
局（
Ｙ
Ｓ
Ｐ
岡
山
）へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

組
合
員
店
舗
一
覧
は
こ
ち
ら

http://w
w
w
.ajoam

.
net/〇

問
い
合
わ
せ
先
：�

組
合
事
務
局

�

（
Ｙ
Ｓ
Ｐ
岡
山
）
森
石

T
E
L
：（
0
8
6
）
2
2
5
︲
0
7
6
9

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

組合クローズアップ
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■
背
景
・
目
的

　
越
前
漆
器
協
同
組
合
が
海
外
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
国
内
需
要

が
縮
小
傾
向
と
な
り
新
た
な
販
路
拡
大
を
図

る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
取
組
み
は

J
E
T
R
O
福
井
、
大
学
、
鯖
江
市
の
支
援

を
受
け
て
長
期
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
（
現
在

も
継
続
中
）。海
外
へ
関
心
を
喚
起
す
る
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
漆
器
産
地
全
体
の
海

外
向
け
の
新
商
品
開
発
・
展
示
会
出
展
・
海

外
バ
イ
ヤ
ー
の
漆
器
産
地
招
致
を
実
現
し
ま

し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
海
外
販
路
開
拓
へ
の
取
組
み
は
２
０
１
５

年
に
始
ま
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
継
続
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
上
部
団
体
で
あ
る

日
本
漆
器
組
合
連
合
会
よ
り
、
ラ
ク
ー
ン
社

（
東
京
都
）を
通
じ
て
海
外
向
け
ネ
ッ
ト
販
売

（
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
）を
や
っ
て
み
な
い
か
と
の
打
診

が
あ
り
、
当
組
合
が
手
を
挙
げ
て
参
画
し
た

こ
と
で
海
外
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
は
鯖
江
市
が

会
場
と
な
っ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ

か
け
に
産
地
職
人
と
留
学
生
が
交
流
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
、2
0
1
7 

〜 

2
0
1
8
年
に

テ
ー
マ

販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
だ
事
例

若
手
組
合
員
を
中
心
に
取
り
組
む
海
外
販
路
開
拓

越
前
漆
器
協
同
組
合（
福
井
県
）

は
東
京
藝
術
大
学
の
教
授
と
留
学
生
、
産
地

職
人
ら
で
定
期
的
に「
夜
学
塾
」を
開
催
し
、

海
外
向
け
の
新
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
夜
学
塾
で
は
、
い
ま
ま
で
な
か
っ
た
パ

ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
漆
器
や
折
り
紙
作
品
の
よ

う
な
形
状
の
器
の
商
品
化
に
繋
が
り
ま
し

た
。
こ
こ
ま
で
の
取
組
み
で
、
産
地
に
お
け

る
海
外
販
路
開
拓
に
対
す
る
関
心
の
芽
生
え

と
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
で

き
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
か
ら
現
在
は
主
に
J
E
T
R
O

福
井
の
支
援
を
受
け
、
海
外
向
け
商
品
Ｐ
Ｒ

動
画
の
発
信
海
外
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
ロ

ゴ
（
U
R
U
S
H
I
i
s
）
の
制
作
、
イ
ギ

リ
ス
・
香
港
・
台
湾
・
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
販
売
や
展
示
会
へ
の
参
加
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
に
は
漆
器
産

地
へ
の
海
外
バ
イ
ヤ
ー（
イ
ギ
リ
ス
・
台
湾
）

の
招
致
も
実
現
し
、
工
房
見
学
に
お
い
て
職

人
と
意
見
交
換
や
商
談
す
る
機
会
の
創
出
に

繋
が
り
ま
し
た
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
組
合
が
海
外
販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
組
合
員
の
み
な
ら
ず
産
地
全
体
の
海
外

販
路
開
拓
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
海
外
展
示

会
へ
の
出
展
及
び
現
地
販
売
の
成
功
体
験

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ア
ジ
ア
圏
へ
の
販
路
）が
で

き
ま
し
た
。ま
た
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
交
渉
、

産
地
紹
介
等
を
通
じ
て
文
化
や
体
験
か
ら
Ｐ

Ｒ
す
る
機
会
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
功
要
因
と
し
て
は
、
取
り
組
む
体
制
を
若

手
中
心
に
構
築
し
た
こ
と
と
、
J
E
T
R
O

か
ら
の
数
年
単
位
の
支
援
が
あ
り
、
か
つ
補

助
金
額
が
充
実
し
て
い
る
た
め
組
合
の
負
担

が
少
な
く
、
継
続
し
て
取
り
組
み
や
す
い
環

境
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

本
取
組
み
の
実
行
部
隊
を
若
手

の
組
合
員
に
設
定
し
た
こ
と
で
、
価
値

観
の
受
容
や
そ
れ
に
対
す
る
対
応
等
に

ス
ピ
ー
ド
感
が
生
み
出
さ
れ
、
ス
ム
ー

ズ
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

越前漆器協同組合（福井県）
住　　所：	�〒916-1221　福井県鯖江市西袋

37-6-1
U R L：	https://www.echizen.or.jp/
設　　立：	昭和25年2月
主な業種：	漆器製造業、販売
組合員数：	132人
出 資 金：	2,946千円

CREATIVE EXPO TAIWAN出展の様子（2023年）

全国先進組合事例

Point

留学生と職人による新商品開発「夜学塾」（2018年）

組合クローズアップ
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル － ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 − 10.3 − 23.8 29.3 − 3.4 − 22.4 − 15.5 − 13.8 − 3.4 − 27.6
（− 3.4）（− 7.1） （31.0） （− 5.2）（− 25.9）（− 8.6）（− 3.4） （0.0） （− 20.7）

製 造 業 − 3.4 − 31.0 34.5 0.0 − 41.4 − 20.7 − 13.8 − 10.3 − 34.5
（3.4） （− 3.4） （34.5） （0.0） （− 44.8）（− 17.2）（− 3.4）（− 3.4）（− 27.6）

非製造業 − 17.2 − 7.7 24.1 − 6.9 − 3.4 − 10.3 3.4 − 20.7
（− 10.3）（− 15.4）（27.6）（− 10.3）（− 6.9） （0.0） （3.4） （− 13.8）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

7 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 2         38       18　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況

中
央
会
お
か
や
ま 
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2025年７月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0
2 2 3 4 5 6 7R.5.6 7 9 10 11 12 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 128

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
R.5.5 2 2 3 4 5 6 76 7 8 9 10 11 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 1212

食料品 �
●�梅雨明けが早く、気温の上昇から量販店での販売は低調になった。夏物（冷菓、飲料）が主役になる。少雨で今後のコ

メの生育が気がかり。うるち米の増産によりもち米の不足予測が心配。� 《米菓》
●�飲食を伴うイベント等の開催が、コロナ禍以前の状況に戻りつつあり、業況の改善も見受けられるが、出荷数が思っ

たほど伸びていない。また、原料米が昨年から高騰が続いている。この影響から、商品価格の見直し、値上げを検討
している組合員が多数いる。取引条件等の関係から苦慮している等の情報がある。� 《酒造》

繊維工業 �
●�以前に比べ受注自体はセルビッチデニムを中心に好調であるが、織布現場での熱中症対策義務化や労働力の逼迫によ

り、増産が厳しく、受注に追いつかないあるいは受注量を増やせない企業が多い。� 《織物業・井原》
木材・木製品 �
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
印刷 �
●�各社から継続的に値上げ打診がある。� 《出版・印刷》
化学・ゴム �
●�24年は一部取引先の減産要因があったが、25年は回復したことにより7月売上は回復。現時点では、トランプ関税の

大きな影響は出ていないが、引き続き状況を注視。労務費の価格転嫁についてお客様と交渉中。昨年に比べ交渉はや
や難航。最低賃金の改定が妥結。想定以上の賃上げとなり収益を圧迫。� 《ゴム》

窯業・土石製品 �
●出荷量について、7月の岡山県全体の出荷量は58.3千 mで、対前年比102.0％であった。支部別で見ると、県南支部の
出荷量が対前年比105.4％と、2ヵ月連続で前年を上回った。官公需の落ち込みを民需（物流関係）が下支えしている状況
にある。他の支部は一部を除いて、前年比90％以上の数値となっている。本年4月にセメント価格の値上げがあり、一
部の支部では生コン価格の値上げが検討されている。ただし、競争の激しい県南支部では、なかなか値上げに踏み切れ
ないのが現状である。中国地方の他県では、完全週休二日制に踏み切った組合があり、その結果すぐにその効果が現れ、
求人に対して応募があったとする報告があった。岡山県においても、近い将来、完全週休二日制への導入を検討する必
要があると感じている。� 《生コン》
鉄鋼・金属 �
●�鋳造業は全体的な傾向をみると、昨年同期との比較で10％前後減少している。前年も前前年と比べ減少しているので、

売上高の数字はさほど変わらないとしても、収益状況は悪化しており、厳しい状態が続いているものと思われる。ト
ランプ関税は交渉の結果15％となったが、この関税率はいったん導入されれば固定化され、永続する可能性が高い。
そのことが、日本の製造業にどれほど影響してくるのか、大変心配される。他方で中国は、経済不況が続く中、中国
の製造業も輸出に活路を見出すしかなく、日本企業との競争はますます熾烈を極めていくと思われる。� 《鋳物》

一般機器 �
●�受注量減少が続き、設備操業度も前年同月を下回る状況が続いている。今後、トランプ関税の影響がどうなるのか、見

通しが立たない。� 《鉄工・岡山》
●�受注量は減少、見通しは不透明。相見積もりが増加しているが採択は難しくなってきている。� 《工作機械・井笠》
●�一部を除き、大部分の組合員において受注は低迷し、回復の目途はたっていない。例年の10月以降の受注増に期待し

ている。7月の電気代が、単価上昇と猛暑により過去最高値を更新している。� 《工作機械・総社》
その他 �
●前半は多少の動きが見えましたが暑さで受注が先送りなったりで、本来のお盆前の需要では無いようです。� 《畳》

製造業

景況
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卸売業 �

●�7月は丑の日がメインイベントとなるが、年々売上は減っている。ウナギの売上に関しては他の魚介類以上に特殊な環
境のため、一概に売上が減ったから次は更に売りたいとも言い難い。� 《水産物》

●��販売単価、数量とも低下により売上高、収益状況が悪化している。� 《青果》
小売業 �

●�猛暑で悪影響も予想されたが、全体では売上4％強、客数も2％強の伸びを示し好調な月となった。傾向としては、販
売価格上昇に伴い客数（買上点数）が微減するも売上は上昇傾向にある。食料品、ファストフード、中華そば、靴、美
容院、アミューズメントは好調を堅持するが、洋品、雑貨は厳しい月となった。� 《共同店舗》

●�新車の入荷が少なく納期がおそいので売上につながらない。中古車は高止まり。� 《自動二輪》
商店街 �

●�今年の表町土曜夜市は例年以上の人出で大盛況だった。しかしながら異常な酷暑と諸物価の値上げの影響か売り上げ
はバーゲン時期にかかわらず厳しい状況にある。� 《商店街・岡山》

●�酷暑のため、昼間の人通りが少なかったが、3週にわたり土曜日に開催された地ビールフェスタは大盛況だった。
� 《商店街・津山》
●�気温が高くなり、全く人が歩かなくなっている。すべてが値上げばかりで困っている。� 《商店街・倉敷》
サービス業 �

●�前年比と比較し、組合員数の減少が著明のため、件数及び金額の減少がみられる。1枚当たりの請求金額は全国的に見
ても低いことから、現状はそこを引き上げ対応していくしかない。全体的にも組合員の保険請求額も減少しているた
め、経営実態は厳しく、先が見通せない状況である。� 《医療・柔道整復師》

●�建設業組合員の出国できなかったミャンマー人技能実習生候補者4名の代替として、インドネシアでの採用に向けて送
り出し機関を訪問、契約に向けて調整中。機械加工組合員の技能実習生・特定技能のインド人受入れは現在9名、新た
に2名求人、面接を8月下旬に実施予定。農業組合員からの特定技能の求人は、ベトナムで継続して求人中、インドネ
シア送り出し機関にも求人中。介護サービス組合員については、 服薬指導を含めた人材として、インドネシアでの採
用に向けて最終調整。� 《異業種》

●�鉄、非鉄スクラップについては、製造業の稼働の影響から廃材などのスクラップは減少がつづいている。古紙につい
ては製紙メーカーの減産が続いているため、引き合いは弱い。全体的に物が動いていない。� 《リサイクル》

●�前半の週末に売上が伸びず前年実績を下回った。� 《旅館》
建設業 �

●�暑さがひどくなかなか作業が進まない。熱中症予防のため休憩時間を増やしているので実働時間が減っている。�
� 《防水工事》

運輸業 �

●�観光バスの集客人員は前年同月比177％の大変大幅な増加となった。瀬戸芸や万博開催の影響でインバウンド他、夏
休みに入り旺盛な観光需要に支えられて前年比で大幅な伸びをみせた。高速バスは前年同月比100％と横ばいとなっ
た。瀬戸芸や万博開催、インバウンド需要の影響で前年比並に推移している。� 《バス》

●�売上高は増えているものの諸経費の価格が上がっているので厳しい状況が続いています。� 《タクシー》
●�荷主企業の業種によるが、少子高齢化による需要逓減化に加え、トランプ関税による需要の減少により物流量は伸び

ていないようだ。また、人手不足（人材不足）は一層顕著になっており、各社対応に苦慮している。� 《トラック》
●�飲料関係などの季節商材の荷動きは良好で運送含めて好調に推移した状況。その他貨物については、流通量も依然と

して回復せず、緩慢な荷動きで横ばい状態が続いている。また、海外貿易は海上運賃も落ち着き、前月までの反動で
輸出増も、不透明感もあり取扱増への期待は薄い。� 《倉庫業》

その他 �

●�経営塾・ビジネスマッチング、両イベントにて取引先100社以上参加していただき、経営塾は9月、ビジネスマッチン
グは11月に開催し本業支援を行う。資金繰り支援は引き続き継続して行う。� 《信用組合》

非製造業
2025年７月分のコメント
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今
年
に
入
り
犬
を
飼
い
始
め
ま
し
た
。
生
後
10
ヶ
月
の

メ
ス
、
名
前
は
ト
ト
で
す
。
名
付
け
親
の
息
子
は
「
ぼ
く

に
い
も
う
と
が
で
き
た
。」
と
と
て
も
喜
ん
で
い
て
、
図

書
館
で
犬
に
関
す
る
本
を
借
り
て
き
て
は
、
日
々
の
世
話

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
お
転
婆
で
ボ
ー
ル
遊
び
が
大
好

き
。
散
歩
の
途
中
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
が
始
ま
る
と
、
自

分
に
パ
ス
が
回
っ
て
く
る
の
を
座
っ
て
じ
っ
と
待
ち
ま

す
。
残
暑
厳
し
い
今
は
、
日
中
の
ボ
ー
ル
遊
び
も
日
陰
を

探
し
て
短
時
間
に
限
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
は
物
足
り

な
い
よ
う
で
、
帰
宅
し
て
か
ら
も
犬
用
の
お
も
ち
ゃ
で
た

っ
ぷ
り
遊
び
ま
す
。
犬
と
の
暮
ら
し
は
体
力
必
須
。
赤
ち

ゃ
ん
の
頃
よ
り
ど
ん
ど
ん
身
体
が
大
き
く
な
り
、
歩
く
ス

ピ
ー
ド
は
早
く
、
引
っ
張
る
力
も
強
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
成
長
に
合
わ
せ
て
私
も
鍛
え
て
い
か
な
け
れ
ば
…
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
か
ら
少
し
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、

商
業
施
設
が
併
設
さ
れ
た
広
い
公
園
を
見
つ
け
ま
し
た
。

飲
食
店
の
テ
ラ
ス
席
は
ペ
ッ
ト
同
伴
可
能
と
の
こ
と
。
涼

し
く
な
っ
た
ら

み
ん
な
で
行
っ

て
、息
子
と
犬
が

満
足
す
る
ま
で

た
っ
ぷ
り
遊
び

た
い
で
す
。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

② ④

① ③

selection

〒700-0826　岡山市北区磨屋町 10-20　磨屋町ビル４F
（ジョブ産雇）岡山事務所

086-233-3081 086-233-1227 ご利用時間 ９：00～17：00（土・日・祝日を除く）

検索産業雇用

お
問
い

合
わ
せ
先

離職する従業員の
再就職をサポート

１ ２人材を確保したい
企業に対するサポート

３キャリア人材バンクで
高齢者の再就職をサポート

６ 社員のスキルアップや
研修を目的とするセミナー

雇用を維持するための
在籍型出向をサポート

４ 社員の人材育成やキャリア
アップの出向をサポート

５

６つの取り組みで
　　働くと雇用をサポート！

きっとみつかる いい人、いい仕事

費用は
無料

令和６年３月号掲載
ボクはしんだん士最終話。

当会創立70周年記念大会で
配布する記念誌別冊（４コマ漫

画全話収録）には書下ろし
４コマが追加されて

います。

2025年度

職員紹介
総務企画課

有  富　 裕  子

Information

Information
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